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文化人類学からみるジェンダー：インドの事例から考える

ੁ野çඒࢠࠤ

ʲཁࢫʳ

文化人類学におけるジェンダー研究は、植民地時代からの西洋と非西洋（東洋）
の接触のもと、西洋社会では自明のものとされてきた男女の役割や規範、ジェン
ダー関係あり方が、世界の様々な地域社会で異なるという「発見」に端を発して
いる。西洋の人々と異なる「東洋」のジェンダーのあり方は、サイードが「オリ
エンタリズム批判」を展開するなかで指摘するように、西洋の人々の目には「野
蛮」、「奇異」、「エキゾチック」、「エロティック」なものとして映し出され、東洋
に対する偏った思考を生み出していった。本稿では、文化相対主義の立場を取る
文化人類学という学問が、こうした偏見にどのように向き合ってきたのかを論じ
る。また、インドの事例から、ジェンダーをめぐる諸課題とそれへの取り組みに
ついて「オリエンタリズム批判」に立脚しながら考察する。

ΩーϫーυɿΦϦΤンタϦζϜɺϙετίϩχΞϦζϜɺϑェϛχζϜɺΠンυ

͸͡Ίʹ

文化人類学は、ੈքの様々な஍Ҭのࣾ会・文化的ࣄ৅について、ݱ஍ࣾ会における
フィールドワークを௨͡て৘ใをऩूし、ຽ଒ࢽを記ड़しながら、ࣄ৅のࠜఈにある人々
の思考様ࣜやՁ஋観などを解໌する学問ྖҬである。あるಛ定のࣾ会における行動や׳
श、Ձ஋観は、そのࣾ会の外෦の人間にとっては、一見するとෆ可解に見えたり、野൮で
ඇ合理的に見えることがある。しかしそれらを࣮ફする人々にとっては、その஍Ҭࣾ会の
஍理的・ྺ࢙的、あるいは੓࣏的なࣄ৘によって生͡た合理性がগなからͣࠜఈにある。
人類学者はಛ定の஍Ҭࣾ会に焦点を当て、そこに฻らす人々と௕期的に時間をともに過͝
し、言語をशಘし、৴པ関係を֫ಘしながらॾछの行ҝや思考の理༝を解໌する。その্
で、文化૬対ओٛの視点から、そのࣾ会にಛ有の文化ݱ৅のಛ定と、ෳ਺の஍Ҭࣾ会に௨
ఈする൚༻可能なࣾ会文化理論の構ஙを行っている。

では、この学問ྖҬからジェンダーを研究すると、どのようなことが見えてくるのだろ
うかʁ本ߘでは「ΦリΤンタリζϜ」や「ポスτコロニアリζϜ」など文化人類学ではお
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ೃછみの֓念をऔり入れながら、この学問におけるジェンダーのଊえ方について論͡てい
く。

ਓྨֶʹ͓͚ΔδΣϯμʔڀݚͷొ৔

ここでは、まͣ、ジェンダーが人類学のなかでどのようにして஫໨されるようになった
のかを見ていく。だがその前に、人類学がొ場してから今日のような学問ܗଶにࢸるまで
の経Ңを؆୯にみておこう。人類学という学問のྺ࢙は੢༸によるඇ੢༸ੈքの২ຽ஍化
のྺ࢙とともにあると言ってよい。੢༸の人々が、ඇ੢༸ࣾ会において自分ୡとはҟなる
༰࢟、言語、生׆श׳を࣋った人々とૺ۰したことは、人間（人類）に関して、生෺学、
言語学、఩学、人類学など様々な学問ྖҬでの関心をूめるܖ機となった。人類学はこの
時୅に஀生した৽しい学問であり、ߤ海者や୳ݕՈたちがະ։の஍΁と଍をӡび、ݱ஍の
人々に関してऩूした৘ใやデータを自国に࣋ちؼると、人類学者たちが֤஍Ҭのࣾ会や
文化のܕをアーカイブ化し、分類し、分ੳし、理論化するようになった。このアーカイブ
や文化理論が২ຽ஍౷࣏にར༻されたことは言うまでもない。当ॳ、๯ݥՈや୳ݕՈに
よってऩूされた資ྉを研究ࡐྉとしていた人類学者は、「アーϜチェアー（ගֻけҜࢠ）
の人類学者」とݺ͹れた。しかし、࣍ୈに自らݱ஍ࣾ会΁とग़かけて、人々と઀৮し、ௐ
ࠪをするようになり、ݱ在の人類学の基本的な研究ख๏であるフィールドワークが֬立し
た。

に人類学においてジェンダーの視点がどのようにしてऔり入れられるようになったの࣍
かに視点を移したい。২ຽ஍時୅に人類学者が対৅とした「ະ։ࣾ会」でௐࠪをするには、
ಓの੔උされていないݥしい山やジャンάルに分け入り、過ࠅな環境の中で௕期的に滞在
しなけれ͹ならͣ、女性にはࠔ難だとされていた。したがって、当ॳの人類学者はその΄
とんどがஉ性で઎められていた。ඇ੢༸஍Ҭの多くのࣾ会ではஉ性と女性のۭ間が۠別さ
れており、உ性はஉ性同士で、女性は女性同士で̍日の大൒を過͝す。このため、உ性人
類学者が見ฉするのは「உのੈք」であり、当時のຽ଒ࢽでඳかれたのはஉ性から見た
ภったੈքであったといえる。しかし、࣍ୈに女性人類学者がొ場し、உ性人類学者がඳ
くことのできなかったຽ଒ࢽが発දされ、৽たなジェンダー理論が構ஙされるようにな
る。そのޱՐを੾ったのが、20ੈل൒͹に׆༂したアメリカの人類学者、マーΨレッτ・
ミード（1�01�1��8年）である。ミードは、「文化とύーιナリティ」の理論に立٭し、
1�2�年からऔり૊み始めたニューギニア஍Ҭの３つのࣾ会におけるௐࠪ研究を௨͡て、

「உらしさ」や「女らしさ」は生෺学的৚݅によってීว的にܾ定づけられているのでは
なく、その஍Ҭのࣾ会文化的৚݅によってن定されるとओுした（ミードɿ1��1）。それ
までの人類学では、΄΅શてのࣾ会においてஉ性が੓࣏や経ࡁ、फ教において中心的な໾
ׂを୲っているとされる一方、女性はग़࢈や育ࣇ、ՈࣄなどՈఉでの再生׆࢈動と結び෇
けられ、これによってஉ性の༏Ґ性が௨આとなっていた。だが、ミードがௐࠪしたࣾ会で
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は、உ性がણࡉでԲප、かつҥ૷やܳ術に関心がߴいという性֨的ಛ௃をࣔす一方、女性
はݻؤな気࣭でړをして生ܭを୲うなど、੢༸ࣾ会でৗࣝとされていた性別໾ׂやイメー
ジとは૬൓するঢ়گが観࡯され、൴女はそこからジェンダーの文化ܾ定論をಋきग़したの
である。ミードの論文が発දされたことで、それまで生෺学の観点から本࣭化されてきた

「உらしさ」や「女らしさ」は、ࣾ 会・文化的構ங෺であるという見方がなされるようになっ
ていく。

ミードの議論がը期的であったにも関わらͣ、その後は、レϰィʹスτロースの構造論
がओ流となり、உ性の༏Ґ性がීว的にҐஔづけられるという議論がల։された。ࣾ会構
造論では、ࣾ会は૯͡て「文化ʗ自વ」、「合理性ʗඇ合理性」「ڧਟʗ੬ऑ」「உ性ʗ女性」
といったೋ߲対立的な֓念で構造化されており、その構造内෦でஉ女の関係も֊層化さ
れ、உ性は্Ґにஔかれているという見解がࣔされた。さらに、それをܾ定づけたのが
シェリー・Φーτナーによるʰஉは文化で女は自વかʁ （ɦ1�8�ʦݪ文 1���ʧ）での議論
である。Φーτナーは、உ性を্Ґとするஉ女のংྻ構造はࣾ会文化的に構ஙされたもの
と理解しつつも、ᶃ月経やग़࢈、授ೕなど女性のみが経験可能な生৩行動が自વと結びつ
くことはආけられない࣮ࣄであり、ᶄそれΏえに女性の໾ׂがՈఉという私的ྖҬでの再
生׆࢈動にݶ定されたり、ᶅ経݂や分ส時のग़݂がෆড়視されるなどのঢ়گから女性がஉ
性よりもྼҐにஔかれることがੈքにڞ௨してみられるීว的࣮ࣄであるとした。だがそ
の後の多くの人類学研究では、女性のྼҐ性をࣔすジェンダー֓念が見当たらないࣾ会
や、உ性が生׆࢈動、女性が再生׆࢈動といった性別໾ׂ分ۀがඞͣしも一கしないࣾ会
のྫࣄがใࠂされ̍、ジェンダー໾ׂのීว性やը一性は൱定され、文化的多様性がೝめ
られるようになっていった。

ίϩχΞϧ࣌୅ʹ͓͚ΔΦϦΤϯλϦζϜͱδΣϯμʔ

২ຽ஍౷࣏下における人類学的୳究を௨͡て、ඇ੢༸ࣾ会のジェンダー関係や໾ׂが໌
らかになったことは、੢༸ࣾ会におけるジェンダー໾ׂやイメージについてվめて見直す
きっかけにもなっていった。当時の੢༸ࣾ会ではΩリスτ教৴ڼのもとҟ性同士（ϔテロ
セクシャル）の一෉一්制によるࠗҽܗଶが自໌とされ、またܒ໤ओٛのもと、฼性は女
性ಛ有の資࣭とみなされ、とくにֵ໋ۀ࢈以߱は女性に育ࣇやՈࣄの໾ׂをׂり当てる、
ओ්化の動きが޿まっていった（Φークレー 1�8�）。ଞ方、ඇ੢༸ࣾ会では一෉多࠺制や
一࠺多෉制をऔる஍Ҭや、女性同士のࠗҽやࢮ者とࠗҽ関係を結ぶࣾ会もあることが໌ら
かにされた。さらにࠗҽ後のܗॅډଶとして、෉方ॅډや࠺方ॅډ、௨いࠗなどのܗଶが
औられていたり、૬ଓܗଶには෕ܥと฼ܥにՃえて૒ܥ制があるなど、੢༸ࣾ会のݻ定観
念をくつがえすྫࣄが࣍々とใࠂされるようになる。੢༸がこれらの多様性を໨の当たり
にすることで、ジェンダーをめ͙る制度や໾ׂൣنは本࣭化された所༩ものではなく、֤
ࣾ会において多様なܗଶで構ஙされているという考えが生まれた。
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とはいえ、੢༸ࣾ会においてジェンダー֨差がࣾ会文化的࢈෺であり、それを生みग़す
ࣾ会をมֵしていく΂きだというフェミニζϜ的な思૝が஀生するのはもうগし後の࿩で
ある。২ຽ者たちは、ඃ২ຽ஍ࣾ会でૺ۰する、性ثやೕ๪をあらわにしདで生׆する
人々をແ஌で野൮、Ӏらであるとஅ定し、Ωリスτ教の෍教׆動を௨͡て、ېཉ的でஏ͡
らいのあるચ࿅された「੢༸உ女」の振る෣いを「教育」し始めた。ྫえ͹日本でも、ߐ
き、ഁ྿ஏでෆಓಙであるとしてڻ後期に։国をഭって来日した外国人はஉ女のࠞཋにށ
外国人ཹډ஍でのࠞཋをࢭېした２。こうした「教育」や制度の「վਖ਼」を௨͡て、২ຽ
者たちは੢༸の༏越性を再ؼ的に内面化していったと考えられる。

その一方で、੢༸の২ຽ者たちは、「حҟ」で「野൮」だが「ັ࿭的」にも見えるඇ੢
༸すなわち౦༸の人々の׳शやൣن、身ମද৅にΤΩゾチζϜ（時としてΤロティシζϜ）
を見ग़し、౦༸をྼҐにஔきながらも、同時にະ஌のັ力的なੈք観にಌれを๊くように
なっていく。২ຽ஍の৘ܠや人々をඳいた਺々の文学やܳ術作඼では、੢༸人の໨から見
た「野൮」で「ΤΩゾチック」な౦༸がඳかれ、౦༸を࣮際に見たことのない人々の間に
もそのイメージが޿がっていくようになる。ύレスチナܥアメリカ人で文学者のΤドワー
ド・̬・αイード（1����200�年）は、このように੢༸人による౦༸に対するภったදݱ
やイメージがあたかも࣮ݱかつ࣮ࣄであるかのように੢༸ࣾ会に流௨し、文学、言語学、
੓࣏学、఩学などにऔり入れられてよりݖҖを૿し、޿く受༰されていたとࢦఠする

（4aiE 1��8）。αイードは、੢༸（ʹΦクシデンτ）と、その対ൺ的Ґஔづけにある౦༸（ʹ
ΦリΤンτ）との間のೝࣝ論的۠別に基づいた思考様ࣜを「ΦリΤンタリζϜ」という֓
念でදし、その思考のあり方が、੢༸が౦༸をࢧ഑するためのレンζとしてݙߩしたと൷
൑している。ΦリΤンタリζϜのもと、Ϥーロッύの人々には、౦༸女性はΤΩゾチック
でΤロティックなイメージとしてөしग़された。ྫえ͹フランスで։Ֆした「ジャポニζ
Ϝ」のֆըで、入ཋする日本女性が定൪のモチーフとなったり、ཱྀ行記や文学作඼におい
てアラブࣾ会のϋーレϜや女ౕྴがັ࿭的にඳかれるなどがそれにあたるだろう。αイー
ドは、ಌれとして౦༸がඳかれる場合にせよ、౦༸のශࠔや཈ѹのঢ়گの੹೚を੢༸がෛ
うとओுする場合にせよ、そこにはΦリΤンタリζϜ（੢༸ʹ༏Ґ、౦༸ʹྼҐ）の視点
がհ在しଓけるとड़΂ている。αイードのΦリΤンタリζϜ൷൑は、ݱ஍ࣾ会の人々に寄
りఴう΂き人類学者にとっても、自らに内面化されたΦリΤンタリζϜ的思考をৗに問
い、自ল的でありଓけるために重要な視点となっている。

Πϯυʹ͓͚ΔδΣϯμʔͱηΫγϡΞϦςΟ

このように、ΦリΤンタリζϜとは౦༸のҟ࣭性をภ重的で過度にތுされたイメージ
でଊえようとする思考のあり方であり、౦༸を੢༸の下にஔくための౷ٕ࣏๏として༻い
られていた。だが、২ຽ஍౷࣏下においてこのようなΦリΤンタリζϜの؟差しをٯखに
とって、फओ国からのಠ立を果たした国がある。それは、ච者が௕年研究対৅としている
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インドである。それでは、インドは২ຽ஍からのಠ立を果たすプロセスで、どのような
ジェンダーの思૝をଧちग़したのかʁまたそれは、ݱ在においていかにҡ࣋され、あるい
はいかにม化しているのだろうかʁ本અからはインドのಠ立期からݱ在にࢸるまでのジェ
ンダーをめ͙る様૬を見ていきたい。

インドを౷࣏したイギリスはੈք֤஍の২ຽ஍からௐୡした෺資や人的資ݯをもとに自
国のۀ࢈を発లさせ、ۀ࢈化、近୅化を果たしੈքをވにֻけるڧ大な大ӳఇ国をஙいて
いった。イギリスの২ຽ஍੓෎があったインドにおいて、イギリス人はώンドΡー教の
ਆ々と多くのਆ࿩に基づく৴ڼମܥにΤΩゾチζϜやスϐリチュアリティを見ग़してい
た。ώンドΡー教のफ教的ࢦಋ者でࣾ会׆動Ոのϰィϰェカーナンダ（18���1�02年）は、
੢༸人のΦリΤンタリζϜを൱定するのではなく、Ήしろ自らアメリカやϤーロッύでώ
ンドΡー教のਫ਼ਆ文化をઆいてपり、インドのスϐリチュアリティを੢༸ࣾ会にڧ྽にҹ
৅づけた。さらに、このインドのスϐリチュアリティを、イギリスからのಠ立の士気をߴ
めるためにར༻したのがΨーンディー（18���1��8）である。当時、イギリス২ຽ஍੓෎
によるࡡऔや๫力的ࢧ഑にෆຬをืらせたインド人たちは、ಠ立国Ոのݐ国に޲けてঃ々
に機ӡをߴめていた。Ψーンディーは、自国の近୅性や合理性、෺࣭的๛かさなどをڧௐ
するイギリスに対し、インドの఻౷や༔ٱのྺ࢙、ਫ਼ਆ的な๛かさを前面にԡしग़し、ま
た、ݹ୅の書であるʰϰェーダʱの教えに立ち返りながら、ώンドΡーຽ଒としてのアイ
デンティティڧ化を௨͡て大ऺをޑ෣しようとした。Ψーンディーは、ٕ術վྑされたॐ
や大๒などの෢ثを༻いて๫力でインドをࢧ഑しようとするイギリス人は෺࣭ओٛにまみ
れた野൮な人々であり、それに対しインド人はਸߴなਫ਼ਆをもっているとして、ඇ๫力に
よるಠ立をԡし進めようとした。さらに、ΦリΤンタリζϜද৅においてඳかれた੢༸女
性と౦༸女性の対ൺとはਅٯに、性的に自༝でઅૢをܽいた੢༸女性を提ىし、それに対
してインド女性はఃઅでݙ身的で自٘ݾਜ਼をいとわない自ݾ౷ޚできるߴいਫ਼ਆを࣋つこ
とをڧௐした（ৗా2011）３。一方、イギリスのࢧ഑に対߅するためには、インドなりの
近୅性や合理性をஙき、ٕ術ֵ৽や経ࡁ発లをਪし進めるඞ要もあった。そこで、ಠ立վ
ֵ者たちは、ެ的な場で近୅的発లを୲う໾ׂをஉ性にׂり当て、インドをकるためにࢧ
഑に۶しないڧਟなஉ性になるというインド的マスΩュリニティ（உ性性）がܗ成されて
いく。ଞ方で女性には、Ոఉという私的ྖҬでώンドΡーの఻౷文化をकり、෉の近୅化
΁のݙߩをࢧえながら、ক来のインドを୲うڧくݡいଉࢠを育てるという໾ׂがׂり当て
られた。こうして২ຽ஍近୅のなかで構ஙされたೋ߲対立的なジェンダー໾ׂや、マス
Ωュリニティやフェミニニティ（女性性）は、ಠ立から��年を経たݱ在のインドにもଉづ
いている。このように、২ຽ஍時୅にܗ成された様々な制度やମ制、イデΦロギー、׳श
などが২ຽ஍後もܧଓされҡ࣋されているঢ়گをポスτコロニアリζϜという。

ಠ立後のインドでは、ポスτコロニアル的なジェンダー観念のもと、女性たちに厳しい
はϕーإしてはならͣ、಄とࡽやମをΉやみにإが課されてきた。෉以外のஉ性にはൣن
ルで෴い、外ग़は߇え、உ性との઀৮をできるだけආけることが求められる（ࣸਅ̍）。女
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性が人前でসったり、଍をくんだり、นにもたれか
かることはও්を૝ىさせ、はしたない行ҝとみな
されている。ॳைをܴえ年ࠒとなったগ女はセク
シュアリティが૿෯し、உ性を࿭わすଘ在となるた
め、同͡くセクシュアリティが૿大して性ཉの૿し
たएいஉ性とあら͵関係にならないよう、Ո଒は、
できるだけૣいうちにԑஊを進める。ώンドΡーの
あいだでは同一カースτ間での内ࠗ制度がऔられて
いる。カースτ・ώΤラルΩーの্Ґの身分΄どそ
のռ཯は厳しく、ҟカースτ間での結ࠗはՈの໊༪
をইつけるとされている。このため、大൒のՈఉで
は自༝࿀Ѫはڧく͡ېられており、ࠗҽは਌のܾめ
た૬खとのあいだでࣥり行われる。結ࠗ後は෉やٛ
理の両਌にैॱにैい、൴らのੈ࿩をݙ身
的に行い、女性はஉࣇを࢈ΉことでՇいだ
Ոでの஍Ґを֬อすることができる。女性
のݙ身性は、ώンドΡーࣾ会では࠺、฼と
して重要な資࣭とされており、ώンドΡー
教のஅ৯日（ブラター）には水や৯ࣄをஅ
ち、෉の҆ೡをਆにفる（ࣸਅ２）。インド
には女ਆ৴ڼがあり、ώンドΡー教ెの間
では、ਆ࿩のなかで、෉のために༐׶にఢ
に立ち޲かい、自らの໋を๋͛ることもい
とわない女ਆたちがࣉ院に᛾られ、理૝の
ώンドΡー女性の৅௃的ଘ在として৴ไさ
れている。

୅Πϯυ๊͕͑ΔδΣϯμʔ໰୊ݱ

女性をώンドΡー女ਆになͧらえるインドࣾ会では、女性は一見஍Ґがߴく、ܟわれて
いるように思うかもしれない。たしかに、女性たちの७ܿやఃઅはਸߴなものとみなされ、
女性はՈ଒உ性がकる΂きଘ在だと考えられている。また、女性がώンドΡーのّྱࡇ᛾
において重要な໾ׂを果たしているという側面もある。しかしଞ方では、ݱ୅インドにお
いて女性に対する๫力や差別に関࿈した݅ࣄは多発しており、インドでは国を͛ڍてジェ
ンダーฏ౳の࣮ݱにऔり૊んでいる。ྫえ͹、গ女のૣࠗやࣇಐࠗ、女ࣇの間Ҿきやωά
レクτ、ࠗ前のҟ性交༑をേする໊༪ࡴ人４、結ࠗ࣋参ۚ̑をめ͙るϋラスメンτやࡴ人

ࣸਅ̍ɿࣉӃʹࢀഈ͢Δঁੑͨͪɻط
ࠗঁੑ͸ϕーϧͰإΛ෴͍ͬͯΔ
ʦ20��年චࣸࡱӨʧ

ࣸਅ２ɿஅ৯ͷ೔（ϒϥター）ʹࣉӃʹͯ෉ͷͨ
ΊʹفΔঁੑɻࣉӃʹ͸γϰΝͷ࠺Ͱɺ෉ͷͨΊ
ʹ໋Λ౤͛ग़ͨ͠ύーϧϰΝςΟঁਆͷਆ૾΋᛾
ΒΕ͍ͯΔʦ20��年චࣸࡱӨʧ
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などである̒。とくに2000年୅に入ってからはެۭڞ間における女性΁の性的๫行݅ࣄが
たびたび発生してはメディアをに͗わせるようになり、࡯ܯや行੓はその対Ԡに追われて
いる。このようなインドが๊える「ジェンダー問୊」については、ಠ立以前から女性૊৫
やࣾ会ஂମなどによってऔり૊みがなされており、ݱ在も੓෎のみならͣ多਺の̣Ｇ̤が
や஍ޢར༴ݖ差別ఫഇ৚約がక結され、女性のࢠ動している。とくに1���年に国࿈で女׆
Ґ্޲に対するੈքからの関心がߴまると、国際的なை流に࿈動してインド国内でも女性
のための੓策がࢪ行され始めた。1��0年୅に国際的に޿まった։発ύラダイϜでは、それ
までの։発ۀࣄから女性がഉআされていることが問୊視され、女性を中心とする։発のܭ
ը立案や࣮ࢪを௨͡た女性の経ࡁ的஍Ґ্޲のඞ要性がઆかれるようになる。このとき提
এされたύラダイϜを「։発における女性（8omen in %eWeloQment）」という。ところが、
女性を։発にרきࠐみऩ入を֫ಘできるようにしても、そのࣾ会における女性の஍Ґはม
わらͣ、ΉしろՈࣄや育ࣇのଞに経׆ࡁ動というෛ୲が૿え、女性が自らखにしたऩ入も
自༝には࢖えないなどといった問୊が໌らかとなった。そこで࣍にొ場したのが「ジェン
ダーと։発（(enEer anE %eWeloQment）」とよ͹れるύラダイϜである。1�80年୅に஫໨
をूめたこのύラダイϜでは、։発にஉ女૒方をרきࠐみ、そのࣾ会における女性差別的
なՁ஋ൣنを見直し、ジェンダーฏ౳に޲けた意ࣝมֵの重要性が提ىされた。さらに
1���年に๺ژで国࿈ओಋのੈք女性会議が։࠵された際には、女性のࣾ会的、経ࡁ的、੓
などあらΏ࣏੓、ࡁ経、߁݈、ঢ়のվળの重要性が議論され、教育ݱと্޲的な஍Ґの࣏
るྖҬでのแׅ的な女性のΤンύワーメンτの࣮ݱがओுされた。

しかし、人類学的な視点からみると、これらのύラダイϜにもいくつかの重要な問୊が
ある。このことについて、以下でච者のフィールドௐࠪでの経験からࢦఠしたい。

ච者は200�年から女性のΤンύワーメンτ࣮ݱを໨ࢦす̣Ｇ̤׆動のௐࠪを։始した。
ච者のௐࠪ஍は、๺インドのΨンジス઒流ҬにҐஔするワーラーナシーという観光౎ࢢか
らंでখ一時間΄どೆに下った೶ଜ஍ଳである。๺インドは、インドの中でもとくにジェ
ンダーൣنが厳֨で、女性に対する差別や๫力の問୊が深ࠁな஍Ҭである。そのため、ओ
にශࠔ層の女性を対৅とした੓෎ஂܥମや̣Ｇ̤の׆動が֤஍で進められ、「女性のΤン
ύワーメンτ（Xomen`s emQoXerment）」を͛ܝた教育ࢧԉや฼ࢠอ݈、職܇ۀ࿅、খ
。されているࢪ໛༥資、๫力からආ難するためのシェルターなど、様々なプロάラϜが࣮ن

この஍Ҭで̣Ｇ̤׆動が始まったのは2000年のことであったが、೶ଜॅຽの൓発にあい
Ҽは、「女性のΤンύワーメݪ動は一୴中அされ、2002年に再։された。ॅຽの൓発の׆
ンτ」という当֘ࣾ会の女性ൣنやジェンダー観を֧ཚする׆動΁のڋ൱൓Ԡや、女性が
Ո଒の、ࣇ育、ࣄ࢓み、૟আ、Ոசのੈ࿩、ാټચ୕、水、ࣄ動に参Ճすることで、ਬ׆
ੈ࿩など、女性が୲う๲大な໾ׂがおろそかになることにݒ念が生͡たためである。̣Ｇ
̤は֤ଜམで月２回のू会に女性たちをটूするが、ू会場΁と޲かうಓの్中で、ଜの
உ性からᎏ᎐されたりڴしなどのݏがらせを受けることがあった。これによって自分の࠺
ʗՇがՈの外でৱめを受けたり、Ոのࣄ࢓がないがしろになることを心഑するՈ଒からҾ
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きࢭめられたりして、女性たちはू会のために༰қに外ग़することができなくなった。
インドではಠ立期から੢༸ࣜの教育を受けたΤリーτ女性たちが、੢༸ࣾ会で興ོした

ୈ一೾・ୈೋ೾フェミニζϜのӨڹを受けてٸ進的な女性ӡ動をల։してきたྺ࢙があ
る。こうしたフェミニスτたちが、その後にొ場した国際的なジェンダー・ύラダイϜの
Өڹのもとで૑ઃしたのがこの̣Ｇ̤である。しかし、ଜམࣾ会にジェンダーฏ౳のため
のมֵをىこそうと、ಥવプロάラϜを࣋ちࠐんだことが、かえってॅຽのౖりやݏѱײ
を助௕し、当ࣄ者である女性たちにڪාやෆ҆をもたらす結果となった。2002年の再։後
のプロάラϜでは、ジェンダーมֵを前面にԡしग़すのではなく、ࢠどもの教育ࢧԉや฼
面からアプローチして成果を見えやすくするなどしࢱ動など、෱׆のための্޲อ݈ࢠ
て、ॅ ຽの৴པを֫ಘする努力が重Ͷられていた。女性をটूしてのू会も再։されたが、
プロάラϜ参Ճ者の女性たちも、ू会を։࠵する̣Ｇ̤側の女性職員も、ଜ人からの൓発
をങわないようにࡉ心の஫意を෷っていた。ྫえ͹、女性たちは、ू会場所となるଜの᛿
の前のۭき஍を࢖༻する際には、᛿のपりをきれいに૟আしてからू会を։いていた。こ
れは、ଜ人から「女たちが私たちの᛿をԚしている」という൷൑の੠が্がったこと΁の
気഑りであった。「Ԛしている」というのは、෺理的なԚれだけでなく、Ոの外にग़าい
ていることや、Ոࣄや育ࣇといった女性のٛ務をແ視してू会に参Ճするという当֘ࣾ会
の女性ൣنをҳ୤する行ҝが、ෆಓಙでԚらわしいという意味合いもؚまれている。だか
らこそ、᛿をਗ਼૟しਗ਼らかにอつというώンドΡー女性の໾ׂをࣔすことでू会΁の参Ճ
を多গなりともਖ਼当化しようとしたと考えられる。またू会の間の女性たちの行動を観࡯
していると、女性たちは時ં੮を立っては自୐΁と޲かい、またし͹らくすると戻ってき
たり、ࢠどもを࿈れてきてू会場で面౗を見ていたり、ฤみ෺や๓い෺をしながら࿩をฉ
いていたりとৗにՈࣄ育ࣇとの両立にも気を഑る様ࢠが見られた。女性たちのこれらの行
動から、ू会΁の参Ճが女性の໾ׂをおろそかにするものではないことをपғにࣔそうと
していると考えられる。それは、女性たちがプロάラϜを௕くܧଓさせるために༻いた൴
女たちなりのઓུであったと言える（ੁ野 2021）。

国際的なジェンダー・ύラダイϜや੢༸を中心とするフェミニζϜӡ動では、உ女のฏ
౳をよびかけ、インドのような発ల్্国にも同様のジェンダー・イデΦロギーに基づく
プロάラϜを進めようとした。だが、以্のྫࣄからも分かるとおり、その໨論見はݱ஍
ࣾ会のՁ஋ൣنや行動にはඞͣしも合கしない場合があり、それによって女性たちがか
えってݥةを͡ײるࣄଶが生͡ることにもなる。こうした場面からも、੢༸が構ஙしてき
たジェンダー・イデΦロギーこそが進า的であり、఻౷にनわれた౦༸のແ力な女性たち
をઌಋするという、੢༸フェミニζϜのϔήモニックなײ໋࢖が見当ҧいな結果をもたら
したと考えることができる。

一方で、女性たちはプロάラϜに参Ճすること自ମにはメリッτを͡ײており、᛿のਗ਼
૟や「ながら参Ճ」など、自らの方๏でプロάラϜに参Ճしやすい環境を作りग़そうとし
ていた。つまり、当֘ࣾ会の女性たちはܾしてແ力ではなく、プロάラϜを҆શにܧଓす
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る方策を自らओମ的に໛ࡧし、それを࣮ફしていた。その方๏はஉ性༏Ґࣾ会΁のਖ਼面か
らの఍߅という੢༸フェミニζϜとはҟなり、ൣنを९कしているかに見せかけながら、
その意味やルールを読みସえ、自らの໨的のために、わͣかに外れた行動をとるという、
ある意味でのローカルなフェミニζϜ࣮ફと言えるかもしれない。そのようなわͣかな࣮
ફをՈ෕௕ࣾ会で཈ѹされたඇ力な人々のなけなしの఍߅とҐஔづけるとしたら、それこ
そΦリΤンタリζϜ的な๫力となりうる。モーϋンティー（2012）は、੢༸フェミニスτ
はୈੈࡾքの女性たちについて「ґଘ的」で「ैଐ的」といったը一化したジェンダー・
イメージを生みग़し、その൴女たちをܒ໤しಋく੢༸女性として自らを対ஔしていると൷
൑している。੢༸で育まれたフェミニζϜӡ動の༏Ґ性を自໌のものとし、֤ࣾ会の多様
性をແ視して࣭ۉ化されたӡ動をల։するやり方ではঢ়گをมえることは難しく、๫力的
ですらある。このように、ジェンダーฏ౳における「ਖ਼しさ」を見ޡらないようにৗに自
ল的な໨を޲けていくことが、人類学者の重要な໾ׂであると言える。

ΠϯυͷδΣϯμʔΛΊ͙Δࣾձม༰

্記のྫࣄでは、೶ଜࣾ会に外෦から何らかのհ入があった場合に、それをڋ൱したり、
հ入の意ਤや方๏を読みସえたり、ͣらしたりしながら受༰するݱ஍ࣾ会の人々の対Ԡの
あり方がࣔされた。文化人類学者によるຽ଒ࢽには、自ࣾ会のՁ஋ൣنとはҟなるものと
઀৮することでށ࿭いやࠞཚが生͡、時としてڧいڋઈ൓ԠをҾきىこすことが、これま
でもඳかれてきた。ٯに、当ࣄ者にとってඞ要であったり、ັ力に͡ײる文化やՁ஋ൣن
であれ͹、Ήしろੵۃ的にม༰を受け入れるྫࣄも多਺見られる。近年のインドࣾ会では、
成௕やάローόル化、̞̘̩の発ୡなど様々なม化のなかで、৽たな思考や行ࡁ଎な経ٸ
動様ࣜ΁の移行が進んでいる。ए者のあいだでは、インターωッτ΁のアクセスが༰қに
なり、海外のドラマやөըなどを視ௌする機会が૿えたことで、結ࠗ前のラブロマンス΁
の関心がߴまっている。�0年୅͝ろまでは૬खを஌らないままに਌や਌଒がܾめた૬खと
結ࠗをすることが一ൠ的であったが、ݱ在では結ࠗ前に਺回デーτをしたり、電࿩やΦン
ラインで会࿩を交わして、ޓいに૬खのことを஌ってから結ࠗをܾ定するようになった。
Φンラインのࠗ׆αイτが発ୡしたことで、カースτ内ࠗのൣنをҳ୤する心഑もなく、
ະ来の൐ཿのબ୒ࢶも૿えている。ଞ方、女性のߴ౳教育機関΁の進学཰や就職཰がߴま
り、結ࠗ年ྸは年々্ঢしている（"HraXal 201�）。また、結ࠗ後もओ්としてՈࣄ育ࣇ
にઐ念する୅わりにΩャリアを求める女性もঃ々に૿Ճ޲܏にある。かつては結ࠗしてՇ
͙と、࣮Ոにؼলするのは年に一度のことで、ࠗՈでݽ立する女性が多かったが、ݱ在で
はスマーτフΥンで、࣮ՈとビデΦ௨࿩でܨがりながら、ऐしさをฆらわしたり、෉やٛ
฼の۪ஒをこ΅すこともできる。ଉࢠの஀生が重視され、உࣇが生まれるまで࢈みଓけて
いた時୅から、ݱ在では່とଉ̍ࢠ人ͣつが理૝のࢠどもの性別޲ࢤという時୅になって
いる。່の教育レϕルが্ঢし、結ࠗのྸߴ化が進Ήとともに່と਌がともに過͝す時間
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が૿えたり、スマーτフΥンで࣮Ոと༰қにܨがれるようになったこと、交௨໢の発ୡで
࣮ՈとࠗՈの行き来がスϜーζになっていることなどで、່と਌の関係が以前よりڧまっ
ていることが要Ҽの一つだと考えられる（ੁ野 2022）̓。

さらに、एい女性たちの間でのジェンダーฏ౳に関する意ࣝもߴまりつつある。ྫ え͹、
Ԥถから始まった.e5ooӡ動はインドでも女ࢠ学生を中心にల։され、Φンライン্で
ジェンダーにまつわる様々な議論が交わされている。また、2012年にट౎のデリーで女ࢠ
大学生がूஂ׫ڧのすえにࢮ๢した݅ࣄの後には、Ճ֐者の重ܐとެۭڞ間における女性
の҆શอোを求めるӡ動が大々的にల։された。ଞ方、経݂がෆড়であることを理༝に、
ೆインドのあるࣉ院が10ࡀから�0ࡀの女性たちの参ഈを͡ېてきたが、200�年͝ろからこ
のࣉ院΁の女性の参ഈのڐ可を求めるૌুが։始された。これにともない、্̨̨̣では

「)aQQy #leeEinH（޾せなग़݂）」と書かれた生理༻ナプΩンのࣸਅを౤ߘするӡ動がల
։された。2018年には、このࣉ院に女性の参ഈをೝめる൑ܾが下された。同͡く2018年に
・のために生理༻ナプΩンを։発したஉ性の࣮࿩がϘリウッドөը化され、アクション࠺
ώーローとして׆༂するആ༏がओ໾をԋ͡て࿩୊となった。このようにメディアや̞̘̩
の発ୡは、インドࣾ会に大きなӨڹをもたらしており、एい女性のҟ性に対する޲ࢤにも
ม化がٴんでいる。Ϙリウッドөըではے೑ོ々でたくましい׬શແܽのஉ性がセックス
シンϘルとして人気を博してきたが、近年ではࡉ身で؁いマスクをもち、༐気やڧさもあ
るが༏しい気഑りのあるஉ性૾がັ力的にඳかれるようになっている。さらに近年、とく
に10୅のएいগ女たちのあいだでは、ੈք中で人気を博したؖ国のஉ性アイドルάループ
̨̗̩など,�101άループの人気がߴまり、「ਪし」に೤をあ͛るようになっている。

২ຽ஍時୅にはΦリΤンタリζϜのもとで੢༸のジェンダー観が൒͹ڧ制力をもってը
一的にಋ入されるというࣄ৅がىこった。だが、ݱ୅のάローόルࣾ会においてジェン
ダーʗセクシャリティをめ͙るՁ஋基४は、国内（஍Ҭ内）では多様化し、ੈք的にはۉ
࣭化するという૒方のݱ৅が同時に経験される時୅になっていると言えるかもしれない。

͓ΘΓʹ

以্見てきたように、文化人類学者は自身のフィールドでの経験を௨͡て、自らが身を
ஔくࣾ会でओ流とされるジェンダー観とはҟなるՁ஋ൣنや行ҝ࣮ફにૺ۰し、ジェン
ダー関係や໾ׂがいかに多様であるかを、身をもって学ぶ。人類学の学問的基൫にある文
化૬対ओٛは、ଞのࣾ会の文化や׳श、Ձ஋観などをଚ重し、人類学者自身のՁ஋基४で
はなく、そのࣾ会ಠ自のՁ஋൑அや合理性を୳求する্で重要な視点となる。

ଞ方、ジェンダーにまつわる制度や׳शなどは、文化૬対ओٛやΦリΤンタリζϜ൷൑
という観点のみでは؆୯にはย෇けられないࣄ৅も見られる。インドのྫࣄでいえ͹、໊
༪ࡴ人やࣇಐࠗ、結ࠗ࣋参ۚをめ͙る女性΁の๫力などがこれにあたり、それがたとえ、
そのࣾ会においては合理性を൐う׳शだとしてもܾして見過͝すことはできない。ݱ஍ࣾ
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会と௕きにわたって関係性をอち、そのࣾ会とそこにଐする人々を୳求する人類学には、
こうしたࣄ৅にਅ᎜に޲き合いݕ౼する੹務があるだろう。同様に、近年の4%(sにもア
ジェンダとして੝りࠐまれるジェンダーฏ౳であるが、ྫࣄでもࣔしたとおり、੢༸フェ
ミニζϜを中心に育まれた思૝や׆動をそのままݱ஍ࣾ会に࣋ちࠐΉことで、女性΁の৽
たな๫力を生みग़す可能性にも஫意を෷わなけれ͹ならない。このように文化人類学と
ジェンダーʗフェミニζϜの関係は、文化૬対ओٛとීว的ਖ਼ٛの፰߅した関係でもあ
り、これにܞわる人類学者は૒方の間で׉౻しつつ、ண஍点をৗにݕ౼しଓけているので
ある。

ʲ஫ʳ

̍ɹྫえ͹ݪひろ（1�82）ࢠは、カナダのϔアー・インディアンࣾ会において、女性はඞͣしも

自分のࢠを自分で育てないことを໌らかにした。また、ਢ౻݈一（1�8�）は、ミクロωシアの

αタワルࣾ会において、女性は࢈ࡒを؅理したりॲ分するݖརを࣋ち、෉්間では、࠺が෉と

཭ࠗをܾ定するݖརを࣋つྫࣄをใࠂしている。

２ɹこうした੢༸人によるセクシュアリティの観念のڧ要が、そもそもೕ๪が性的な意味を࣋た

なかった日本人が、ᠤஏ心という֮ײをもつきっかけとなった（ଜᖒ2020）。

３ɹこの議論については、ύルタ・チャタジーの論考が参考となる（$hatterKee 1�8�）。

４ɹおもに່が਌଒やՈ଒によってܾめられた૬खとの結ࠗにैわͣ、自༝࿀Ѫによってҟ性関

係を࣋つことで、そのՈ଒の໊༪はԚされたとみなされる。インドをؚΉೆアジアࣾ会やイス

ラーϜࣾ会では、当ࣄ者を֐ࡴすることでՈ଒の໊༪の൨回をਤるという׳शがあり、インド

ではຖ年໊༪ࡴ人関࿈のࡴ人݅ࣄがใࠂされている。

̑ɹ結ࠗ࣋参ۚは、່に対する࢈ࡒ分༩の一ܗଶである。ώンドΡーࣾ会では෕ܥ૬ଓの׳शに

基づき、ଉࢠ΁の౔஍や࢈ࡒのۉ分૬ଓがなされるが、່にはࠗग़の際に࢈ࡒの一෦が౉され

る。しかし、ಠ立後、その意味合いは大きくม化し、࣋参ۚのֹۚが່のࠗՈでの଴۰にӨڹ

するようになっている。໇側からֹߴな࣋参ۚが要求され、ࢧ෷えない場合に結ࠗ後に女性が

෉やٛ理のՈ଒からݏがらせやٮ଴を受けたり、自ࡴやࡴ人にࢸるケースも多い。インドの経

。参ֹۚが্ঢしており、ࣾ会問୊にもなっている࣋発లとともにࡁ

̒ɹ国Ո൜ࡑ記࿥ہの2020年のデータによれ͹、࡯ܯにใࠂされている女性関࿈の൜݅ࣄࡑは、

結ࠗ࣋参ۚ関࿈のࢮ๢݅ࣄが年間およそ�000݅、レイプが２ສ8000݅、෉やՈ଒からのՈఉ内

๫力は11ສ݅となっている。その΄か、༠ս、ڧ制結ࠗ、人身ചങ、セクシャルϋラスメンτ、

アシッド（ེࢎ）・όイΦレンスなどをؚめると૯ܭで��ສ݅にٴんでいる（/$3# 2020）

̓ɹ国ՈՈ଒݈߁ௐࠪの201��2021年のデータによると、உ性1000人中の女性の人ޱが1020人と

なり、1��2年のௐࠪ։始以来、ॳめてஉ性の人ޱより女性の人ޱが্回り、உ女の性別ൺがٯ

సした（/')4�� 2021）。前回のௐࠪ（201��201�年）では、女性の人ޱがஉ性1000人あたり

��1人であった。人ޱに見るジェンダーόランスの観点からも、உ޲ࢤࣇが؇࿨され、女ࣇ΁
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の期଴がߴまっていることがਪ࡯できる。

ʲߟࢀจݙʳ

 "HraXal
 "nVKa
 l$yber�matchmaLinH amonH *nEians� 3e�arranHinH marriaHe anE EoinH bLin 

XorL 1aHesz in South Asian Popular Culture 1�	1

 QQ�11���0
 201��

 $hatterKee
 1artha
 l5he /ationalist 3esolVtion oG the 8omen`s 2Vestionz in ,VmLVm 4anHari 

anE 7aiE 4VEesh eEs� Recasting Women: Essays in Colonial History, /eX %elhi� ,ali Gor 8omen
 

QQ�2���2��
 1�8��

 (oWernment oG *nEia
 .inistry oG )ealth anE 8elGare
 National Family Health Survey (NFHS-5) 

2019-2021: India Report. 	httQ���rchiiQs�orH�nGhs�/')4��3eQorts�/')4��@*/%*"@3&1035�QEG


ʦ202�年̍月2�日Ӿཡʧ

ɹݪひろࢠ「ϔϠー・インディアンの女」ҁ෦߃༤ฤʰ女の文化人類学ɿੈքの女性はどう生き

ているかʱ߂文ಊ、QQ�����
 1�82年ɽ

ɹੁ野ඒࢠࠤ「インド೶ଜにおける4%(sとジェンダーをめ͙る文化的Ґ૬ɿ։発によるม化か

らの日ৗの回෮と࣋ଓ」、関ࠜٱ༤ฤʰ࣋ଓ可能な։発における「文化」のډ場所ɿ「誰一人औり


�さない」։発΁のԠ౴ʱय़෩ࣾ、QQ�2�1�28࢒ 2021年

ʕ「ݱ୅インドにおけるՈ଒およびジェンダーൣنのม༰」h ୅インド・フΥーラϜ2022年ळݱ

�o���ʱQQ�21�28/ ߸ق

ɹ.eaE
 .arHaret� 1���� Male and Female: A study of the sexes in a changing world. 8illiam 

.orroX�

ɹモーϋンティー・̘・̩、ງాป؂༁ʰ境քなきフェミニζϜʱ๏੓大学ग़൛2012、ہ年ɽ

ɹଜᖒ ࿨多ཬ「ఇ国ओٛのまなざしと近୅的自զʕ「野൮」 をめ͙るポリティクスʕ」h ຈ学ࡳ

院大学心理学ل要 ２（２）ɦ QQ�1���0
 2020年ɽ

ɹ/ational $rime 3ecorEs #VreaV
 Crime Against Women: Crime Head wise & States/UT wise 2020 

	httQs���ncrb�HoW�in�sites�EeGaVlt�ples�crime@in@inEia@table@aEEitional@table@

chaQter@reQorts�5"#-&�20�"�2�QEG
ʦ202�年̍月2�日Ӿཡʧɽ

ɹΦークレー・アン、ԬౡכՖ༁ʰओ්の஀生ʱࡾলಊ、1�8�年ɽ

ɹམ合恵ඒࢠʰ近୅Ո଒とフェミニζϜʱႻ૲書๪、1�8�年ɽ

ɹΦーτナー・シェリー、山࡚カϮル؂༁ʰஉは文化で女は自વかʁʱথ文ࣾ、1�8�年ɽ

ɹ4aiE
 8� &EXarE
 Orientalism, /eX :orL� 1antheon #ooLs
 1��8�

ɹਢ౻݈一「ジェンダー・性・セクシュアリティ」合ాᔶฤ、h 文ಊ、1�8�年߂୅ࣾ会人類学ʱݱ

ɹৗా༦ඒࢠʰポスτコロニアルを生きるʕݱ୅インド女性の行ҝओମ性ʱੈ ք思૝ࣾ、2011年ɽ



2 0

■ ジェンダー研究センター年報　第２号（2022）

Gender in Cultural Anthropology
A Case Study of India

.isaLo ,annno
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